
１　趣旨

２　主催

３　内容

テーマ 時　間 内　　　容 講　師　等

　８月２１日　（水）　国際健康開発センター　会議室１

13:30～13:35 主催者あいさつ （特非）神戸定住外国人支援センター　理事長　金 宣 吉

13:35～15:00 メディアが報じない在日外国人労働者の実態 出井　康博（ジャーナリスト）

15:15～16:45 日本育ちのアフリカ青年が見た不思議の国ニッポン 星野　ルネ（タレント、漫画家）

　８月２３日　（金）　海外移住と文化の交流センター

13:30～15:00 日本語を母語としない子どもの教科学習に必要なこと 志村　ゆかり（関西学院大学講師）

15:15～16:45 日本語指導が必要な児童・生徒のニーズとボランティアの役割 坂口　有芸　（研究者）

　８月２８日　（水）　国際健康開発センター　会議室１

13:30～15:00
イギリスの若者女性ムスリムについて
　～「信仰」を通じた社会統合～

安達　智史　（近畿大学准教授）

15:15～16:45 日本の難民受け入れと未来 岡本　富美子（公益財団法人笹川平和財団 主任研究員)

　８月３０日　（金）　ふたば国際プラザ

13:30～15:00 岐阜県を中心とした中部地方の実習生支援活動について 甄　凱（岐阜県一般労働組合）

15:15～16:45 日本の移民政策の課題 髙谷　幸（大阪大学大学院准教授）

「多文化共生」を考える研修会２０１９　開催結果　

総　論

外国にルーツを持つ
子どもの教育

移住する人々の状況

入管難民法改正と外
国人労働者

日頃から外国人県民と接する機会の多い県・市町職員、教員、福祉事務所などのケースワーカー、日本語ボランティアなどを対象に、外国人県民の現状や様々な課題につ
いて、共に学び、理解を深めるための研修会を開催することにより、すべての人々が安全で安心して生活できる多文化共生社会の実現を推進する。

　（公財）兵庫県国際交流協会、特定非営利活動法人神戸定住外国人支援センター、兵庫県、兵庫県教育委員会、神戸市


